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地域説明会開催の目的 

  

① 小野町の現状や課題を、町民の皆さんに知っていただく 

② 地域のあり方について、皆さんで意見交換をする 

③ 今後の地域活動のイメージ化を図る 

 

※この場で結論を出したり、何かを決めたりするわけではありません 
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（１）人口減少と高齢化の状況（資料：国勢調査） 

 

①年齢（３区分）別人口の推移【図１】をみると、総人口は平成 17 年 

から令和 2 年までの 15 年間で 2,634 人（21.8％）減少しています。 

 

 

          図１ 年齢（３区分）別人口の推移    （単位：人・％） 

 

 

注）総人口には年齢不詳を含む（比率は年齢不詳を除いて算出）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 町の現状について 
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②年齢（3 区分）別人口比率の全国・福島県との比較（令和２年）【図２】 

では、年少人口（15 歳未満）や生産年齢人口（15～64 歳）の割合が 

少なく、高齢者人口（65 歳以上）の割合が多くなっています。 

 

 

 図２ 年齢（３区分）別人口比率の全国・福島県との比較（令和２年） 

 

 

注）比率は年齢不詳を除いて算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  全国 福島県 小野町 

年少人口比率（％） 12.1 11.5 10.3 

生産年齢人口比率（％） 59.2 56.7 53.8 

高齢者人口比率（％） 28.7 31.7 35.9 

 

２ 町の現状について 
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③県中地域 12 市町村の直近５年間の人口推移【図３】をみると、小野町の 

減少率は9.6％で、平田村、古殿町に続き高いほうから３番目となっています。 

 

 

図３ 国、県、県中地域との比較（直近５年間の減少率が低い順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
平成 27 年の 

人口（人） 

令和２年の 

人口（人） 

減少数

（人） 

減少率

（％） 

 

 

県 

 

中 

 

地 

 

域 

鏡石町 12,486 12,318  168 1.3 

郡山市 335,444 327,692 7,752 2.3 

須賀川市 77,441 74,992 2,449 3.2 

玉川村 6,777 6,392  385 5.7 

三春町 18,304 17,018 1,286 7.0 

天栄村 5,611 5,194  417 7.4 

石川町 15,880 14,644 1,236 7.8 

浅川町 6,577 6,036  541 8.2 

田村市 38,503 35,169 3,334 8.7 

小野町 10,475 9,471 1,004 9.6 

古殿町 5,373 4,825  548 10.2 

平田村 6,505 5,826  679 10.4 
      
 福島県 1,914,039 1,833,152 80,887 4.2 

 全 国 127,094,745 126,146,099 948,646 0.7 

 

２ 町の現状について 
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④５歳ごとの人口構成【図 4】をみると、30 歳未満の若い世代の人口流出が 

進行していることがわかります。 

 

 

図４ ５歳階級別人口ピラミッドの推移 

 

  

 

 

 

 

 

平成 17 年 令和 2 年 

２ 町の現状について 
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（２）今後の人口推計（資料：国勢調査） 

 

 

・現状のまま推移した場合、約 10 年後の令和 12 年には町の人口が 7,534 名まで減少

すると推計される。 

 

・行政区別では 27 行政区中ほとんどの行政区が人口減少となる見込であり、現在の体制

や活動の維持が困難になることが想定される。 

消防団
単位

行政区名
減少率
C=B/A-1

本町 821 670 ▲ 18.4% 431

横町 58 46 ▲ 20.7% 28

仲町 630 586 ▲ 7.0% 489

反町 777 718 ▲ 7.6% 592

大八 206 207 0.0 209

荒町 434 388 ▲ 10.6% 299

中通 449 432 ▲ 3.8% 386

平舘 340 282 ▲ 17.1% 187

谷津作 1,011 955 ▲ 5.5% 823

小野赤沼 442 416 ▲ 5.9% 356

菖蒲谷 125 117 ▲ 6.4% 99

雁股田 199 175 ▲ 12.1% 131

皮籠石 374 345 ▲ 7.8% 283

小野山神 218 206 ▲ 5.5% 178

飯豊上 448 391 ▲ 12.7% 287

飯豊中 280 247 ▲ 11.8% 186

飯豊下 423 377 ▲ 10.9% 289

小戸神 304 263 ▲ 13.5% 190

吉野辺 375 334 ▲ 10.9% 256

浮金 740 669 ▲ 9.6% 528

夏井 524 460 ▲ 12.2% 342

南田原井 241 206 ▲ 14.5% 145

湯沢 287 246 ▲ 14.3% 174

塩庭一区 208 198 ▲ 4.8% 173

塩庭二区 150 144 ▲ 4.0% 128

上羽出庭 303 283 ▲ 6.6% 233

和名田 108 110 0.0 111

10,475 10,475 9,471 9,471 ▲ 9.6% 7,534 7,534

H27国勢調査
総人口

A

R2国勢調査
総人口

B

1 2,492 2,227

2 2,234 2,057

3 1,358 1,259

1,455 1,278

5 1,115 1,003

合計

左記減少率を参考に
算出した

R12総人口推計

1,749

1,695

1,046

952

784

662

646

6 1,052 912

7 769 735

4

２ 町の現状について 
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（３）町民アンケートの結果（令和４年６月実施） 

 

アンケート調査の概要 

 

                        

 

 

 

 

→ 中学生、高校生 … 町への愛着はあるが、住みたいとは思わない 

 

 ○町の各環境に関する満足度・重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町民 高校生 中学生 

調査対象 
18 歳以上の 

町民 
町内に居住する 
高校生（全員） 

町内に居住する 
中学生（全員） 

配布数 2,500 239 238 

有効回収数 1,001  83 229 

有効回収率 40.0％ 34.7％ 96.2％ 

 

２ 町の現状について 

○町への愛着度                    

【町 民】 “愛着を感じている” 68.0％ 

【高校生】 “愛着を感じている” 59.1％ 

【中学生】 “愛着を感じている” 66.3％ 

○町への定住意向 

【町 民】 “住みたい” 68.6％ 

【高校生】 “住みたい” 28.9％ 

【中学生】 “住みたい” 38.0％ 

■満足度が高い項目 

第１位 消防・救急体制 

第２位 防災体制 

第３位 保健サービス提供体制 

第４位 放射能対策 

第５位 高齢者支援体制 

■満足度が低い項目 

第１位 雇用対策 

第２位 観光振興に関する取り組み 

第３位 工業振興に関する取り組み 

第４位 商業振興に関する取り組み 

第５位 移住・定住促進対策 

■重要度が高い項目 

第１位 医療体制 

第２位 子育て支援体制 

第３位 ごみ処理体制 

第４位 学校教育環境 

第５位 道路の整備状況 

第６位 高齢者支援体制 

第７位 防災体制 

第８位 消防・救急体制 

第９位 保健サービス提供体

制 

第 10位 公共交通の状況 
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【地域の課題】 

 

①人口の減少 

・一人暮らしの高齢者世帯の増加 

（見守り対策、買い物支援、送迎支援、環境整備） 

 

 ・空き家の増加（防犯対策）           

 

②地域活力の低下 

・行政区、隣組への加入世帯割合の減少 

（地域のつながりの希薄化） 

 

・地域活動の担い手不足（役員等のなり手がいない） 

 

・災害時の初期対応（公助（町）が行き届くまでの自助・ 

共助の確保） 

 

３ 今後考えられる課題の一例 
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（１）他自治体での取組事例 

【福島県石川町の例】 

・行政区や各種団体の枠を超えた、自治協議会を設立。 

 ・自治協議会の中に「部会」を設け、それぞれが地域の課題解決や、 

暮らしやすい地域の実現に向けた取組を実施している。 

  例）まちづくり部会 … 交流祭・文化祭・敬老会等イベントの開催 

地域の環境整備、イベント時の特産品販売等 

    安心安全部会 … 交通・防犯パトロール、安全見守り隊、 

消防団の活動等 

健康福祉部会 … ミニデイサービスの運営、高齢者家庭の 

見守り等 

教育文化部会 … 小学生対象のそば打ち教室の実施、生涯学習 

支援等 

    自主防災部会 … 防災知識の普及啓発、防災訓練の実施、 

防災用品の備蓄、災害発生時の対応 

（避難誘導や物資調達等）等 

 ・自治協議会として、買い物支援や自治協議会の活動広報誌の作成も実施。  

４ 行政区の枠を超えた活動について 
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・人口減少や担い手不足が進んでいく中、現在のままでは近い将来、地域活動

が維持できなくなってしまうかもしれません。 

 

・町も様々な行政課題が山積する中、限られた財源や職員数で対応できる範囲

には限界があります。 

 

・今後も地域の様々な課題に対応しながら、地域活動を持続していくための方

法として、行政区や各種団体の枠を超えた、広域的な組織（協議会）による

取組が考えられます。 

 

 ・町は、広域的な組織（協議会）と連携・協力しながら、設立・運営に対する

支援や情報発信などを行い、よりよい地域づくりのサポートを行います。 

 

 

 

 

 

４ 行政区の枠を超えた活動について 
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